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小型ロケットにっいて
玉　木　章夫・森 大吉郎・吉邑山 厳

　小i型ロケットE・ロケット開発の予・備試験機として採用

したのに，昭和33年1O．月のフラッタ試験機FT－122

にはじまる．それ以後今日まで多数の小型ロケ’7トが試

験され，観測ロケットの開発に重要な役割を果たしてい

る．

　小型ロケットの目的は下記のように多種多様である．

　｛1）新機種ロケットの開発最階におけるエンジン，

　　　推薬，i空力特性，槌i造強度，フラッタ等の機体関

　　　係の試験

　（2）　テレメータ，レーダ，ドバップ，アンテナ等の

　　　エレクトロニクス系の性能試験

　（3）．新しい搭蔵観測機器の予備試験，機能試験

　（4）　新しい保安装置，制御装置等の試験

　（5）　飛しょう実験場における発射実験の作業研究

　昭和36年9月より37年12月までに実験された
小型ロケフトを第1衰に示す．

　以下にその各機について簡単に説明する．

　FN－50－1，2，　FN－150：ラムダロケットのブースタに

は4個のノズルを用いるように計画されたので，4ノズ

ルロケットの飛しょう特性をしらべる目的で，まずFN

－50－1，2を昭和36年9月に試験した，1号機は1段
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式ロケッi’の形状，2号機は2段試の形状（第2段ほダ

ミーで切断しない）をもつものであったが・いずれも飛

し上うは正常であった、

　っいで1O月には，これよりやや大きいFN－150を発

射した．このロケットも飛しょうは置常で，4ノズル．

エンジンを実用に供しうることが確認された（ar　1図）．

第1図　　FN・－150

弟2図　RT－150

　RT－75　S，－1，2，　RT－150：　秋田実1験」易に新設され

た4mレーダの追尾性能試験のために，小型レーダ・

トランス4｛ンダを描載したRT－75・－1，2によって予備

f：白なレー；ダ追尾試験を行ない，　またRT－75　Sで1次レ

ーダとしての性能を試験した．ついで新隅両レーダ系を

併用してRT－150（第2図）の飛しょうをi追尾し，蒋し

いレーダの性能を測定した．RT－150は新しい推薬と栂

造に関する試験をも兼ねた機休であったが，その飛Lよ

うは正常であった，

　H㌍一150：K－8L　および9Mは6型および8型の大

幅な性能向上機として計画されていたので，その空力背

性，空力加熱特性，穂造強度の予備試験を目的として2

段ロケ7卜HT－150（第3図）が｛乍られた．これは低空

で高速度を出すように設計されている．この試験の結果

SL，9Mの機休の設計資料と推薬性能に関する資縛がえ
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・塗るための爽験で，

点火に聞する安．操f’｝：装置の；i≦験を行なった（第9図）．

　以上のように正式の観測碗，試作機，地上試験の仕亨

と平行して，年間に10数梶り小型ロケットについて，

計爾，設計，製作と打．とげを実施するり1／：，賂段の費心

≧努力を必要とするが，二れの遂行に協力されたプリン

ス1ヨ〔－J：d．IZ工業KK，　r仁1ヒ気KK，三：麦電．機KK，明三

電1～｛KK，訟下漣償コニ’iKK，熊取谷製作所の方1：：こ深

い感謝の意を表する．小型ロケットの重要性は今後ます

ます増大するものと思われる．（1963年5月2日受理）

れ；．㍉慰め’れず，ランチャの鉦助もきわゐ

て小さいことが渕っ」i二．

　SP－150－3，4：　スビン1πの住能を調宣す

るロケ7トで，前のSP－150－1，2で1よ9

L型に珊いたスビンノズルのズ験を行なっ

たが，今回1ゴ己翼の後縁萬1に角度を付：ナて

スピンを与える方式の設計資料を得るのが

目的であ”tノニド第8図）．
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